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要約 

本稿は、昨年（2013）度中学 3 年生（本校 65 期生）を対象に開講したテーマ学習の実践報告である。この

テーマ学習では、中学校の総合的学習の時間で実施されている地域研究（フィールドワーク）の一連の活動（準

備・実施・報告）を生徒自身のことばでまとめ、書籍の形で出版した。生徒自らが体験したことをまとめたも

のであり、貴重な出版物となるとともに、フィールドワークの本質とは何かを考えるよい材料ともなっている。

成果物は後輩のフィールドワークに利用され、活動の継承にも大きく貢献している。 

 
キーワード：地域研究 フィールドワーク 出版学習 図書館 Ｔ.Ｔ. 地理教育 

 

1 はじめに（テーマ設定のねらい） 

本校では、中学校3年生を対象に、テーマ学習とい

う選択学習を展開している。1993年からの実施であり

すでに20年以上の歴史をもっている。 
昨年、大野と澤田は、Ｔ.Ｔ.による地域研究ガイド

ブック作成に取り組むテーマ学習を実施した。 
実施のねらいは、複数ある。第一に、生徒が書籍の

作成に直接取りくむことにより、原稿の構成から執筆、

校正までの一連の流れを理解することである。書籍を

刊行するには、対象読者を想定した構成や表現など、

さまざまに考慮することが必要となるが、こうした要

素を考慮することで、生徒の文章能力育成に大きく貢

献することができる。ここで、生徒が取り組む書籍の

題材として選んだのは地域研究である。これは、本校

の中学 2 年・3 年が取り組んでいる総合的学習のプロ

グラムの一つである。つまり、身近でかつ実体験にも

とづく活動の記述に取り組むことで、より具体的な出

版活動ができると考えたからである。 
第二に活動場所として図書館を利用することがあげ

られる。授業での図書館利用は近年大きく注目されて

おり 1)、知の集積地である図書館を授業に活用するこ

とにより、デジタル時代に生きる中高生に改めて印刷

物の重要性を伝える機会ともなる。 

 

2 テーマ学習とは 

『テーマ学習を創る』によれば、本校でテーマ学習

の実践が始まったのは、1993 年である。1991 年、学

習指導要領から取り入れられた選択学習の一環として

導入された。本校では高校受験がないという利点を活

かし、中学 3 年生に通常の授業では得られない学習活

動の場を設定しようとした試みであった。その後、

2002 年からは総合的学習の時間が始まり、学校５日制

も始まったが、テーマ学習は現在まで存続している。 
始まった当初からテーマ学習は、教員が設定したテ

ーマの中から生徒が好きなものを選択し、学習する形

式である。テーマは各教科の担当者が、生徒とともに

取り組みたいものを設定しており、必ずしも生徒主導

のテーマ設定ではない。教員は通常の授業では扱いづ

らい内容や方法のテーマを設定する。また、場合によ

っては他教科の教員とのＴ.Ｔ.で実施する。少人数で

あることや他教科の方法論を学ぶことで教員自身も大

きく成長できる授業となっている。 
たとえば大野は、これまで駒場周辺を歩く（歴史と

のＴ.Ｔ.）、共生の展開（国語や英語とのＴ.Ｔ.）、環境

白書をつくろう（理科とのＴ.Ｔ.）などを経験してき

た。そのほか単独でメディアリテラシーなどにも取り

組んできた。いずれも通常の教科の授業では取り組め

ない内容で、成果をあげることができた。 
ちなみに、2013 年度のテーマは下記のようなもので
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ある。（ ）内は担当者の教科。 
Ａ：地域研究のガイドブックをつくろう（国語・社

会）、Ｂ：言葉と映像の世界（国語・美術）、Ｃ：法と

市民社会（社会）、Ｄ：数学ワークショップを企画しよ

う（数学）、Ｅ：化学のお作法（理科）、Ｆ：スポーツ

イベントプロディース（体育）、Ｇ：武道をゆく（体育）、

Ｈ：Science Dialogue Jr.(英語)。 
学年 123 名を 8 つの講座に分けるので、平均的には

15 名前後だが、希望を優先するので必ずしもそうはな

らない。本講座の場合、選択者は 25 名であった。  

 授業は、土曜日を使って行われている。通常は、年

間を通じて 6～7 回程度で、時間数は各回で異なり、2
時間から 4 時間である。 

3 題材として選んだ「地域研究」 

3.1地域研究とは 

地域研究とは、本校において 20 年以上前から実施

されている課題学習である。生徒が班に分かれて研究

テーマを設定し、各自の研究テーマを探究するための

訪問先を見つける。実際に校外に出て、さまざまな企

業や機関、役所などを訪問して聴き取りを行っている。

1999 年(52 期生)からは、研究した内容を報告書にま

とめるだけでなく、発表会という形式で研究成果を共

有することも行っている。 
 とくにカリキュラム上に総合的学習の時間が位置づ

けられるようになると、中１の 3 学期から中 3 の 1 学

期まで、長期間にわたって地域研究のプログラムが実

施されるようになった。 
なお、本校の地域研究のような、生徒が自らテーマ

を設定して調べ発表するいわゆる「探究型学習」は、

日本ではすでに数多くの実践が重ねられている 2)。特

に「総合的な学習の時間」の設立以降は、全体として

はまだ少数ながらも取り組む学校も徐々に増え、その

成果を出版する事例も増えてきた 3)。こうした動きの理

由としては、まず「総合的な学習の時間」開始を受けて

先進的な学校の事例が共有されてきたことや、それを受

けて新たな取組みをはじめた学校のノウハウが蓄積され

てきたことがある。今後も探究型学習重視の動きは強

まっていくものと思われる。 

 本校の地域研究はこうした先行事例を直接参考にし

ているわけではない。しかし、広い意味で同じ観点か

ら、着想から発表（論文やプレゼンテーションなど）

までの生徒の探究プロセス全般を支援することを通じ

て、生徒が協同で探究的に学ぶ力を育てようとしてい

る。そうした点で、これらの探究型学習の実践と同じ

ものと位置づけて良いと思われる。次項では、地域研

究の内容を具体的に述べる。 

 
3.2 東京の地域研究 

 中学２年生の５月 20 日前後の２日間に実施される

東京の地域研究の過程をまとめてみる。 

①中学１年の３学期(プレ東京地域研究) 

各クラス 5～6 名の班に分かれ、見学したい博物館・

美術館を選び、実際に生徒だけで見学に行くものであ

る。スケジュールや交通手段を考え、交通費・見学費

などの計画もたてながら実際に校外で活動する。また

見聞した内容は簡単に報告も行っている。また、社会

科（地理）の授業では、東京に関する学習をすること

で地域研究の基本知識を得ている。 

②中学２年の１学期 

研究の希望分野に応じてクラスごとに班分けを行い、

研究テーマを絞り込む。班で相談しながら訪問先を選

び、生徒だけで訪問先と交渉していく。２日間なので

4～5 カ所の聴き取り先を選定し、交渉していく。相手

側の了解が得られると依頼状と質問票を送り、聴き取

りの準備を進める。行動計画や行動費などは事前に計

画をたて、当日に備える。当日は、班員だけで協力し

て訪問先を回っていく。聞き取った内容は２カ月程度

で原稿化し、報告書にまとめる。また７月には班ごと

の研究成果をパワーポイントやポスターを使って発表

する。発表会には下級生や保護者も参加している。 

 

3.3 東北の地域研究 

中学 2 年の秋からは、中 3 の 5 月に実施する東北の

地域研究の準備が始まる。本校では長年にわたって東

北地方で修学旅行を実施してきた。かつては山形で農

家民泊などを行った時期もあったが、1992 年以降は岩

手で地域研究を行ってきた。しかし、2000 年 52 期中

３の時に青森県を対象地域としたのをきっかけに、

2009年 61期では山形県でも地域研究を実施するなど、

東北地方の各県にフィールドは拡大していった。 
 しかし、2011 年 3 月の東日本大震災は東北の地域研

究を大きく変えた。2011 年度は東北の地域研究は中止

となり、年度末に和歌山を訪れることとなった。また、

翌年も震災の影響を鑑みて、富山県で実施した。よう

やく 2013 年度から岩手県が復活し、震災学習を取り

入れた地域研究を実施している。 
 準備は東京の地域研究と同様に班ごとに研究テーマ

を設定し、訪問先を設定していく展開である。ただし、

東京とは異なり、移動時間や研究テーマに制約がある
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ため研究の計画づくりは少なからず困難をともなう。

なおかつ、生徒の大部分は現地の土地勘がないため、

たとえば行動計画一つたてるのも大変であるが、現地

の協力も仰ぎながら計画づくりを進めていく。 
 2014 年度の場合、宿泊地は遠野、宮古、盛岡（繫温

泉）であった。その宿泊地を移動しながら途中で研究

テーマにそった訪問先を訪れ、聴き取りを積み重ねて

いく。その内容は報告書にまとめるとともに発表会を

行って、学年の生徒や下級生と共有している。 
 以上の 2 回の地域研究によって、生徒は探究を深め

るとともに、実社会との接点を持つようになる。多く

の学校で中学の進路指導の一環として行われているイ

ンターンシップ（職場訪問）の一つの形ともいえる。 

4 地域研究ガイドブックの作成 

4.1 テーマ学習「ガイドブック作成」のねらい 

本テーマ学習の特色は、上記のような長年の蓄積が

ある地域研究のガイドブックを、教師ではなく生徒の

手で作る点にある。作成する参加生徒は前年に東京地

域研究、当年に東北地域研究を経験している中３生徒

である。作ったガイドブックは、翌年「東京地域研究」

を行う予定の中１生徒に配布することで後輩に貢献す

るという目的もある。ここで、教師ではなく生徒がガ

イドブックを作る狙いは以下の通りである。 

1)教師の考える「理想的な地域研究」よりも、生徒

の実態に沿ったガイドブックを作成できる。 

⇒これまでは、地域研究を進める上でのマニュアルは

すべて教員側で用意したものを使用しており、学年の

担当者が受け継いできたものであった。 

2)ガイドブックを作る過程で、参加生徒が地域研究

を振り返り、経験者の視点から地域研究の意義や効果

について考えることができる。 

⇒これまでは、教員の言葉を伝える形であり、生徒の

側に意義や効果を考えさせることは少なかった。 

3)後輩を読者に想定して出版するというゴールを設

定することで、効果的な出版学習の場になる。 

本授業は、このような効果を念頭に計画された。 

 

4.2 テーマ学習の実際 

授業には、事前オリエンテーションを経て希望した

25名の中学３年生(65期)が参加した。実際の授業日程は

次の通りである。正規の全６回の授業時間では到底ガイ

ドブック作りができないので、合間に何度も会合を重ね

て、全体としては次のように授業を進めた。 

 

①振り返り期間（６-７月） 

前年度に生徒が経験した「東京の地域研究」を振り

返り、その意義や成功のコツなどを話し合う期間。地

域研究について省察するとともに、本作りの動機付け

や章立ての検討にも活かされた。また、7月には25名

の生徒を、ふたたび地域研究を行う4つの「研究班」

21名と、彼らの成果を活かして本作りを中心的に担う

「編集班」4名に分けることが決まった。 

【授業日程】 

・第１回(6/22) 

この授業を選択した動機、地域研究の意義や成功す

るためのコツについてグループで討議し、発表した。 

・課外授業(7/16) 

中学２年生(66期)の東京地域研究発表会を見学。一

年前の自分たちも振り返りつつ、彼らにあてて必要なガ

イドブックが何かを討議した。班分けも決定した。 

 

写真－ホワイトボードで発表する 

②地域研究実施期間（９-11月） 

４つの研究班が自分の経験をふまえて再度地域研究

のテーマを決め、取材する期間。この時、編集班は個々

に担当の班を決めて、どのようなプロセスで取材が行

われているかを観察し、取材にも同行した。 

 

写真－図書室を利用した授業 
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【授業日程】 

・第２回(9/14) 

研究班が11月の取材のテーマ、そのテーマに至った

理由、他のテーマ候補を没にした理由などを発表した。

ここで地域研究の「成功」とは何かという問題も議論

された。 

・第３回(9/28) 

研究班が一次計画書の内容（訪問先と個々の訪問先

での問い）を発表し、相互にコメントした。学校司書

の加藤も同席し、コメントをした。 

・第４回(10/19) 

11月の取材に向けた準備を行った。研究班がアポ取

りの現状を報告し、ほぼ確定した訪問先候補を発表し

て、相互にコメントをした。また、彼らが東北の地域

研究でお世話になった新聞記者の宇田川宗氏より、取

材にあたっての心がけをうかがった。 

・課外授業(11/5-6) 

文化祭休みの２日間を利用して、班ごとに地域研究

を実際に行った。後日、お礼状の送付なども行った。 

③本作り本格化期間（11月-翌１月） 

地域研究の一応の終了を受けて、それをもとに本作

りが活発化する期間。４名の編集班が中心となり、本

の構成や内容について議論し、検討を進めた。加えて、

４つの研究班は１月に中学１年生(67 期)に向けて地

域研究のポスター発表とプレゼンテーションのデモン

ストレーションを行うことになり、それに向けて準備

を進めた。 

【授業日程】 

・課外授業(12/10) 

11 月末までに編集班が中心に検討してきた目次案

について、全体で討論した。 

・課外授業(12/19) 

研究班の報告書の提出。また、１月の研究班のデモ

ンストレーションに向けて、その発表方法を決めた。

本の大まかな目次案についても、この頃確定した。 

・第５回(1/18) 

研究班が、東京の地域研究を始動した中学１年生に

向けてデモンストレーションを行った。発表形態の内

訳はポスター発表１班、ポスター発表＋映像１班、ス

ライドでのプレゼンテーション２班であった。 

 

写真－中学１年生へのデモンストレーション 

 

④本の執筆・推敲・校正期間（１月-３月） 

３月の出版に向け、編集班を中心にガイドブックの

執筆・編集作業が進められた。この間、正規の授業は

ほとんどなかったものの、編集班は毎週のように協議

と執筆を重ねた。研究班は、ガイドブックに掲載する

報告書ダイジェスト版を作成する他、編集班に必要な

情報を提供し、読者として気づいた点を述べるなどの

サポート役に回った。なお、2/6には、このテーマ学習

に対するアンケートも実施した。 

・課外授業(1/28) 

編集班が書き進めてきたガイドブック原稿について、

全体で読み合って意見交換をした。 

・第６回(2/8) 

ガイドブック原稿を読み合って意見交換を行った。

４つの研究班の報告書を読み合い、ガイドブックに掲

載するものを選出した。正規の授業としてはこの回が

最終回であり、授業後にアンケートを実施した。 

・課外の推敲・校正活動(2/8-3/10まで) 

最後の授業終了後も、編集班編集班はガイドブック

原稿の作成を続けた。内容の推敲から誤字脱字チェッ

クに至るまで、ほぼ毎日に近い形で活動を行い、3 月

10日に校了した。 

以上のように、本授業では正規の枠を超えた課外授

業を頻繁に行うことで、ようやくガイドブックの出版

にこぎつけた。こうして完成した「地域研究ガイドブ

ック」は、新年度になって、これから東京地域研究を

行う新中学２年生(67期)に贈呈された。 

 

4.3 テーマ学習の成果 

4.1 で述べたように、本テーマ学習は次の効果を想

定していた。 

1)教師の考える「理想的な地域研究」よりも、生徒
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の実態に沿ったガイドブックを作成できる。 

2)ガイドブックを作る過程で、参加生徒が地域研究

を振り返り、経験者の視点から地域研究の意義や効果

について考えることができる。 

3)後輩を読者に想定して出版するというゴールを設

定することで、効果的な出版学習の場になる。 

 

このうち 2)と 3)については概ね肯定的に評価して

いるが、1)については課題があった。以下、その点を

記したい。 

 

4.3.1 狙い 2)について 

まず2)について述べると、ガイドブックを作成する

生徒の活動を通して、地域研究の意義や課題を検討で

きた。例えば、地域研究の意義については、第１回の

授業でグループごとにミニホワイトボードに記入して発

表したが、その内容は以下の通りである。 

 

・世界を学ぶ(?) 自律・しめきり・時間 

・視野を広げる・将来役に立つ（はず） 

・社会の授業では学べない素性を明らかにする 

・大人の階段登る 

（取材、アポ、文章化、プレゼン、ミーティング） 

・社会体験・社会の礼儀を学ぶ 

・計画をたてる能力を育む 

・自分が興味をもったことについて知識を深める  

・得た知識を自分のものにして今後の生活に役立てる 

・深くテーマについてほり下げる →新しい世界観 

・班、グループで行動する →団体行動・友情 

・好きなことを深める →将来の選択肢が増える 

・社会勉強（アポ取り、取材時の礼儀、プレゼン） 

・アポをとることで世間の常識を学ぶ 

・その道のプロと会うことでより深く学べる。 

・発表やプレゼンの方法を学ぶ 

 

生徒の指摘はおおよそ次の４点にまとめられる。 

①自分の興味のある分野について深く学べる 

②社会的な礼儀などを学べる 

③クラスメートとの関係が深くなる 

④学び方を学べる（計画・アポ取り・プレゼン等） 

おおむね妥当な指摘ではあるが、①よりも②を指摘

する声が教員側の予想以上に多く、地域研究が生徒に

とってはじめて「社会」を意識するきっかけになって

いることが強くうかがえた。 

このように、本授業では、特にその前半に「振り返

り期間」を設けて地域研究そのものについて議論する

時間を多くとったことから、生徒はこれまでの自分の

学習を意味づけることができた。最終授業にあたる第

６回2/8の授業中にとったアンケートを見ても、この

「振り返り期間」を肯定的に評価する生徒の声が非常

に目立った 4)。彼らにとっても地域研究の捉え直しに

つながったのだと思われる。 

 

4.3.2 狙い 3)について 

出版学習とは作文教育の一形態で、本などの出版物

を作る活動を通じて、構成を考え、取材し、執筆し、

編集し、校正するという文章産出プロセス全体を、高

いやる気を維持しながら経験することを狙いとする。

今回は、出版を前提としていたために生徒のやる気は

高く、執筆の目的や想定読者も具体的に決まっていた

ため、出版学習としては極めてやりやすい条件が揃っ

ていた。加えて、編集班にDTPソフトであるIn Design
の操作ができる生徒がいたことも非常に幸運だった。 

出版学習としての成果を何で測るかというのは難し

いが、特に本作りの中心となった編集班4名は、何度

も全体の構成について考え、原稿を書いては読みなお

して修正する、ということを繰り返した。最後の誤字

脱字のチェックに至るまで、非常に高い集中力で本作

りを行っており、これは通常の国語の作文授業では考

えられないことであった。また、本作りの過程で対立

が発生し、それを調停・解決する必要に迫られる場面

もあり、編集班の生徒にとってはこのプロジェクトが

濃密な経験であったことは間違いない。 

 

4.3.3 狙い 1)について 

以上のような成果と比べ、本作りを進める中で問題

になったのは、1)の狙いである。教員ではなく生徒が

ガイドブックを作ることの意義は、生徒の実態をそれ

に反映できるということだった。しかし、地域研究を

あらためて振り返り、またあるべき姿を議論する中で、

地域研究が抱える課題もまた浮き彫りになっていった。

以下、それについて記述する。 

課題①：テーマ設定について 

最も大きな課題が「テーマ設定」である。9/14の第

２回の授業では、各研究班の決めたテーマや、そのテ

ーマに至る過程で没になったテーマ候補、それを没に

した理由などが発表されたが、その結果、次のような

要素がテーマ決めに影響していることがわかった。 

①取材の実行可能性－取材を受けてくれそうか、予

備知識があるか（得られるか）、取材先が遠すぎないか。 
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②話題性－社会問題として話題性があるテーマか、

またはありふれすぎていないか。 

③結論の見通し－結論がまとまりそうか、色々な立

場の意見を聞けそうか。 

④取材先への興味－行ってみたい場所かどうか。 

研究班の生徒は、このような複合的な要因でテーマ

を絞り込んでいた。こうした観点は完成したガイドブ

ックにも反映された 5)が、特にこの授業での討議によ

って、本校の東京地域研究のテーマ設定については「テ

ーマを決める時間が短く、テーマを深めることができ

ない」「友人関係や行ってみたい場所が優先される」と

いう傾向が指摘された。加えて、後日の報告書の作成

や発表会が前提となっているために「発表のしやすさ」

からテーマを考える傾向も指摘された。 

テーマ決めは、地域研究全体の質を左右する重大な

局面である。しかし、実態としては充分な時間をかけ

られず、調べたい問いよりも訪問したい機関が優先し

たり、結論への見通しがたちそうな無難なテーマが選

ばれたりする傾向が浮き彫りとなった。 

課題②：調べ方について 

地域研究では、実際に訪問先に取材の約束をとるに

あたって下調べを行うが、その手段がインターネット

検索に偏っていることも課題であった。この点は担当

者の大野がつとに感じていることでもあったが、すで

に地域研究の経験を経た今回のテーマ学習の研究班の

活動に関しても、やはり同種の傾向が見られた。 

これは、本校では図書館の整備が遅れ、書籍資料・

データベースなど、地域研究を行うのに充分な支援体

制が整っていないという事情もあった。高度情報化事

業を通じてようやく図書館の整備が進みつつあるので、

徐々に改善を進めるべき点であろう。 

今回のガイドブック作成に際しては、このような課

題に直面した時に、どこまで実態を尊重したガイドブ

ックを作るかが問題になった。例えば、テーマ設定に

ついて生徒が実際にやっていることを記述するのか、

それとも議論の結果や探究型学習に関する他の書籍な

ども参考にして「こうあるべき姿」を書くのかという

点が、長い間議論された。結果として編集班は後者を

選択し、教員２名もその方針を支持した。このガイド

ブックが後輩に「テキスト」として配布されることを

考えるとその判断は妥当だったと思うが、一方、これ

によって研究班の活動とは異なる内容がガイドブック

に反映され、研究班と編集班の間に意識の壁を作って

しまった点は否めない 6)。生徒を研究班と編集班に分

けたのは、本作りには多すぎる人数に対応した結果で

もあったが、この点を考えると、反省もあった。 

 

4.4 ガイドブックの実際 

 本稿にはガイドブック全部は掲載できないが、資料

として後掲した部分について解説を加える。 

①目次：本を作成する上で根幹となる目次の構成は編

集班が原案を考え、意見を出し合った。研究を積み上

げるイメージから Step という表現を使っている。 

②はじめに：ガイドブックの目的と使用方法について

述べた部分。後半部分に、下級生にどのようなスタン

スでこの本を使ってほしいかを記述したが、揺れ動い

ている部分がみられる。 

③地域研究の意義：前述したように、生徒が自分自身

の経験をふまえて出した意義をまとめたものである。

教員側は地域研究を始める前のガイダンスでこのよう

な意義について語っていたが、あらためて生徒の側か

ら提示されたことに対して納得ができた。 

④地域研究の流れ：研究の流れを４つの段階に分けて

さらに細かくステップにきざんだ。強調しているのは

「問いをたてる」というステップである。また途中で

行き詰まったときに前に戻ることも示唆している。 

⑤テーマ決め（疑問を探す）：「問いをたてる」ことか

らテーマ決めにつなげるという部分を具体的に述べた

ところである。 

（テーマを絞る）：テーマを絞りこんでいく部分を研究

班の実際のやりとりをもとに組み立てている。 

コラムでは進行の際の工夫についてまとめている。 

（テーマから問いに変える）：問いにあくまでこだわっ

ているので、テーマをもう一度問いに変えることを勧

めている。役割決めの部分も自分たちの経験をもとに

まとめている。 

⑥訪問先決め（訪問先を決める前に）：この部分も実際

のやりとりをもとに記述している。教員側にとっても

具体的なプロセスがわかって興味深かった。 

（小テーマを考える）：模式図をもとにテーマの深め方

について述べた部分である。これらも実際の地域研究

班のアプローチを模式化したものである。 

（小テーマを選別する）：この部分は、実際に地域研究

を進める際にテーマの深め方に悩む班に教員がアドバ

イスしている内容をうまくまとめてくれた。 

 

4.5 ガイドブックの活用 

完成したガイドブックは、2014年 4月に中学２年生

(67期)全員に贈呈されたほか、本校図書館に数部寄贈

された。この項では、後輩の東京地域研究で、このガ
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イドブックがどのように使われたのかをインタビュー

したものをまとめた。 

①校外学習委員（地域研究を運営する生徒） 

⇒ガイドブックを使った感想 

・大変役に立った。（とくにいきづまった時に読むと、

解決することが多かった） 

・一般生徒より、運営･進行する委員にとって役立った。 

・特に参考になったのは、マニュアル部分であった。 

⇒意義や「問いをたてる」部分はどうだったか。 

・時間に追われてあまり反映できていなかった。 

・訪問先から返ってきたアンケートにもあったが、ま

ず訪問ありきで、目的が後付けになった班もあった。 

⇒課題はあるか 

・先輩のデモンストレーションに影響を受けたのか、

地域に関係のないテーマになった班もあった。 

②担当教員（秋元） 

・ガイドブックによって、次に何をやるかという見通

しがたてられた。 

・生徒がこれまで訪れた場所を記したアーカイブにつ

いては、利用しようという班よりも、さらに新規開拓

をする班が多かった。 

・実際の作業の内容が具体的でわかりやすかった。 

・著者の中３生徒の顔が見えたので、使う時に親近感

がわいた。 

 出来上がったガイドブックを単に渡しただけでなく、

デモンストレーションなどで制作の意図を伝えたこと

で利用度があがったようである。やはり先輩が作った

という点が大きく作用しているようであった。 

 

【注釈】 

1) 近年の学校図書館の授業利用に関する優れた成果

としては、注3に掲げたものの他、桑田(2010)、遊佐

(2011)なども挙げられよう。 

2) 坂本旬(2007)では探究型学習の起源を第二次大戦

後の東井義雄の生活綴方実践に求めている。また生江

義男(1985)によると、古くは大正時代の新教育運動を

牽引した成城小学校、千葉師範学校附属小学校、奈良

女子高等師範学校附属小学校などで、探究型学習の類

例が見られる。 
3) 中等教育における探究型学習の優れた成果として、

例えば片岡(1997)や宅間(2008)、後藤・伊藤・登本

(2014)など。 

4)アンケートでは次のような記述が多く見られた。「地

域研究をもう一度考え直すことが面白い。」「地域研究

について、だんだん深くほり下げていっていて良かっ

た。」「これまで、地域研究自体にどんな意義があるか

について全く考えたことがなかったが、この講義でそ

れについて考えるようになった。」 

5)65期テーマ学習(2014)、12ページ。 

6) 授業後アンケートでも、研究班の生徒の満足度は総

合的には高かったものの、「本作りにもっと関わりを持

てばよかった」「とりくみ自体は良かったが、本の一部

しか研究班が関わっていなかったため、研究班として

の期待とは少しずれた」「編集班のみなさんには感謝し

ているが、もっと共有してくれたら助けられたのにと

思う」など、編集班との温度差をうかがわせるコメン

トが散見された。 

 

【参考文献】 

1) 生江義男(1985)『教科教育百年史』建帛社 

2) 片岡則夫(1997)『情報大航海術』リブリオ出版 

3) 桑田てるみ（編）(2010)『思考力の鍛え方 学校図

書館とつくる新しい「ことば」の授業』静岡学術出版 

4) 後藤芳文・伊藤史織・登本洋子(2014)『学びの技 14

歳からの探究・論文・プレゼンテーション』玉川大学

出版部 

5) 坂本旬(2007)「『探究学習』の系譜と学校図書館」(法

政大学キャリアデザイン学会紀要4、pp49-59 
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究のガイドブックをつくろう」(2014)『地域研究ガイ
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き
、
ま
た
成
長
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
本
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
地
域
研
究
を
楽

し
ん
で
進
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

65
期
テ
ー
マ
学
習「
地
域
研
究
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
ろ
う
」一
同

2
は
じ
め
に

こ
の
本
は

65
期
の
有
志
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
な
か
な
か
学
年
を
こ
え
て

共
有
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
し
か
し
毎
年
行
っ
て
い
る
地
域
研
究
の
や
り

方
・
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
共
有
を
図
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。 そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
も
う

1
度
あ
ら
た
め
て
地
域
研
究
を
行
っ
て
、

そ
の
楽
し
さ
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
本
を
作
る
た
め
に
必
要
な
経
験
を

積
み
ま
し
た
。

こ
の
本
に
は
地
域
研
究
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
各
プ
ロ
セ
ス
で
何
を
ど
の
よ

う
に
行
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

65
期
が
今
ま
で
と
こ
の
本
を
作

る
に
あ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
地
域
研
究
の
経
験
を
も
と
に
書
き
込
ん
で
あ
り

ま
す
。

本
編
に
は
、
流
れ
に
沿
っ
て
細
か
い
解
説
や
研
究
の
進
め
方
が
書
か
れ
て

お
り
、
そ
の
際
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
資
料
は
、「
資
料
編
」に
入

れ
ま
し
た
。
資
料
編
は
必
要
な
と
き
に
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

で
も
、

1
つ
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
本
は
本
編
で

1
つ

1
つ
丁
寧
に

説
明
を
書
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、「
研
究
を
自
ら
考
え
て
行
う
」と
い
う
楽
し

み
を
消
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
本
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
も
の
は
い
ら
な
い
か
ら
と
に
か
く
よ
り
よ
い
研
究
を
し
た
い
、

1
回
研
究
し
て
み
て
ど
の
よ
う
に
研
究
を
改
善
す
れ
ば
よ
い
か
知
り
た
い
、
研

究
す
る
と
き
に
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
知
り
た

い
と
い
う
方
は
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、

1
回
研
究
を
自
ら
や
っ
て
み
た
い
、
自
分
の
力
で
研
究
を
進
め

た
い
と
思
う
方
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら

で
は
決
し
て
味
わ
え
な
い
、
悩
む
楽
し
み
や
考
え
る
楽
し
み
が
存
分
に
味
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6
7

3
3

こ
こ
で
身
に
つ
け
た
能
力
は
こ
れ
か
ら
様
々
な
と
こ
ろ
で
発
揮
さ
れ
る
。

1回
目
で
は
実
感
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
次
の
研
究
で
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

計
画
が
進
ん
だ
り
、
作
業
で
き
た
り
す
る
と
、
自
分
の
成
長
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
地
域
研
究
を
面
白
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

地
域
研
究
を
や
る
理
由
、
楽
し
い
理
由
は
こ
の
2つ
で
あ
る
。

で
も
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
全
員
が
感
じ
ら
れ
る
理
由
だ
。
個
人
で
面
白

い
と
思
う
こ
と
は「
立
場
が
違
う
だ
け
で
取
材
内
容
が
全
く
違
っ
て
面
白
い
」

「
取
材
が
楽
し
い
」な
ど
、
人
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
。

し
た
が
っ
て
、
ぜ
ひ
自
分
自
身
が
面
白
い
と
思
う
地
域
研
究
の
側
面
を
見

つ
け
て
、
楽
し
ん
で
研
究
を
進
め
て
ほ
し
い
。

3
地
域
研
究
の
意
義

「
な
ぜ
地
域
研
究
を
す
る
の
か
」

今
か
ら
研
究
を
進
め
る
人
が
必
ず
疑
問
に
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
本
を
作
る
に
あ
た
っ
て
集
ま
っ
た
、
地
域
研
究
が
楽
し
く
て

た
ま
ら
な
い
25
人
も
同
じ
様
な
問
い
を
持
っ
た
。

「
な
ぜ
地
域
研
究
は
こ
ん
な
に
楽
し
い
の
か
」

こ
の
2つ
の
問
い
は
同
じ
2つ
の
答
え
を
持
つ
。

1つ
目
は
、
新
た
に
知
識
を
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

地
域
研
究
は
そ
の
地
域
の
中
で
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
、
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
調
べ
る
。

し
た
が
っ
て
、自
分
の
好
き
な
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

疑
問
に
対
す
る
答
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
そ
の
後
も
テ
ー
マ
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
普
段
は
入
れ
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
入
れ
た
り
、
様
々
な
体
験
が
出
来
た
り
、
様
々
な
人
に

取
材
し
た
り
す
る
の
で
、
多
く
の
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
得
た
知
識
・
経
験
は
、
世
界
観
・
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
。
だ
か

ら
知
識
を
得
る
こ
と
は
面
白
く
、
楽
し
い
こ
と
な
の
だ
。

2つ
目
は
、
新
た
な
能
力
を
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

地
域
研
究
は
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
取
材
し
、
そ
れ
を
発
表
す
る
ま
で
の
流

れ
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
必
要
な
の
が
個
人
の
力
で
あ
る
。

全
体
を
意
識
し
て
計
画
す
る
力
や
、
取
材
の
と
き
の
団
体
行
動
と
礼
儀
、

発
表
す
る
と
き
の
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
力
、
要
所
で
班
員
と
話
し

合
う
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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4
4

8
9

4
地
域
研
究
の
流
れ

エ
リ
ア

1
の
ポ
イ
ン
ト

・
自
分
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
調
べ
よ
う

・
テ
ー
マ
を
様
々
な
観
点
か
ら
絞
ろ
う

・
調
べ
る
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
に
問
い
の
形
に
し
よ
う

・
班
の
中
の
役
割
を
理
解
し
て
分
担
し
よ
う

エ
リ
ア

2
の
ポ
イ
ン
ト

・
問
い
の
答
え
を
導
け
る
よ
う
に
小
テ
ー
マ
を
選
ぼ
う

・
小
テ
ー
マ
を
調
べ
ら
れ
る
訪
問
先
を
多
く
あ
げ
よ
う

・
ア
ポ
取
り
の
前
に
、
訪
問
先
の
下
調
べ
と
取
材
の
目
的
を
明
確
に
し
よ
う

・
ア
ポ
は
早
め
に
取
ろ
う

・
ア
ポ
が
取
れ
な
い
と
き
や
訪
問
先
が
な
い
と
き
は
小
テ
ー
マ
を
絞
り
な
お

そ
う

エ
リ
ア

3
の
ポ
イ
ン
ト

・
下
調
べ
を
し
っ
か
り
し
て
ま
と
め
よ
う

・
取
材
の
と
き
は
礼
儀
正
し
い
格
好
で
、
マ
ナ
ー
良
く
行
動
し
よ
う

・
取
材
メ
モ
は
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
わ
か
り
や
す
く
し
よ
う

エ
リ
ア

4
の
ポ
イ
ン
ト

・
報
告
書
は
、
問
い
か
ら
結
論
の
流
れ
を
意
識
し
て
書
こ
う

・
発
表
資
料
は
文
字
で
は
な
く
、
図
を
多
用
し
よ
う

・
発
表
の
と
き
は
、
は
っ
き
り
と
聞
き
取
り
や
す
く
話
そ
う

11 22 33 44

訪
問
先

発
表

報
告
書

下
調
べ

取
材

小
テ
ー
マ
候
補

小
テ
ー
マ

訪
問
先
候
補

日
常
の
疑
問 調
べ
る
問
い地
域
を
調
べ
る

テ
ー
マ

問
い
に
対
す
る
答
え

+
意
見

し
ぼ
る

問
い
を
調
べ
る

ア
ポ
が
取
れ
ず

候
補
が
な
く
な
る

構
成
を
考
え
る

訪
問
先
な
し

訪
問
先
あ
り

ア
ポ
取
り
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4
4

10
11

1
1

･
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
（
自
分
の
部
活
に
関
連

す
る
こ
と
な
ど
）。

例
）
テ
ニ
ス
部
な
の
で
、
ラ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
調
べ
る
。

　
日
頃
使
っ
て
い
る

SN
Sの
実
態
に
つ
い
て
調
べ
る
。

ま
た
、
日
々
意
識
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と
で
テ
ー
マ
を
得
る
こ
と

も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
図
書
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る
東
京
新
聞
の
東
京
ロ
ー
カ
ル

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
新
聞
を
毎
日
読
ん
で
み
る
、
ネ
ッ
ト
や

T
V
の
ニ
ュ
ー
ス

を
確
認
す
る
、
面
白
そ
う
な
番
組
や
記
事
を
見
て
み
る
な
ど
す
れ
ば
、
様
々

な
場
所
で
テ
ー
マ
決
め
の
た
め
の
材
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に

も
、
さ
り
げ
な
い
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
も
目
を
向
け
る
と
よ
い
。

･
各
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
る
ホ
ッ
ト
な
話
題
（
よ
く
耳
に
す
る
社
会
問
題

な
ど
）。

例
) 
こ
の
間

T
V
で
特
集
さ
れ
て
い
た
耐
震
に
つ
い
て
調
べ
る
。

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
調
べ
る
。

都
心
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
つ
い
て

  
調
べ
る
。

そ
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
を
探
す
た
め
に
調
べ
て
い
く
方
法
も
あ
る
。
そ
の
と

き
に
は
、「
東
京
の
建
設
」
な
ど
「

(地
域

) の
(分
野

)」
と
い
っ
た
よ
う
に
探

す
と
見
つ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
際
、

41
ペ
ー
ジ
の「
調
べ
る
」 を
参
考
に
し
て
幅
広
く
調
べ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
と
に
か
く
様
々
な
疑
問
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
た
く

さ
ん
出
し
て
い
く
。

1
テ
ー
マ
決
め

テ
ー
マ
決
め
は
、こ
れ
か
ら
の
す
べ
て
を
左
右
す
る
大
事
な
プ
ロ
セ
ス
だ
。

1番
大
事
な
の
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
こ
と
だ
。
自
分
の
興

味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
、
知
識
を
深
め
て
い
く
、
そ
れ
が
地
域
研

究
だ
。

St
ep

.p
1
疑
問
を
探
す

ま
ず
は
、「
疑
問
」を
探
し
て
み
よ
う
。

自
分
が
普
段
生
活
し
て
い
て
ふ
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
知
り
た
い
こ
と
か
ら
、
5W
1H
（
何
・ い
つ・
ど
こ
で・
だ
れ
が・

な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
）
の
形
で
、
疑
問
を
た
く
さ
ん
あ
げ
て
い
こ
う
。
こ
の

よ
う
な
疑
問
は
た
く
さ
ん
持
つ
と
よ
い
。

疑
問
を
出
し
終
え
た
ら
、
そ
こ
か
ら
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
い
く
。

①
こ
れ
ま
で
で
探
し
て
お
い
た
疑
問
を
テ
ー
マ
に
す
る
場
合

テ
ー
マ
を
一
か
ら
探
す
の
で
は
な
く
、
自
分
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
知

り
た
い
こ
と
を
研
究
す
る
の
が
1番
だ
。

も
し
、
後
述

(S
te

p.
2を
参
照

)の
よ
う
な
、
調
べ
に
く
い
内
容
で
も
、
疑

問
を
解
決
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ
し
い
。

②
今
か
ら
テ
ー
マ
を
考
え
る
場
合

い
き
な
り
テ
ー
マ
や
疑
問
と
い
う
も
の
を
思
い
つ
け
な
い
人
は
多
い
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
。
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4
4

12
13

1
1

絞
る
に
あ
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
調
べ
て
み
た
い
と
強
く

思
っ
た
も
の
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
興
味

が
地
域
研
究
を
進
め
る
原
動
力
に
な
る
。
た
だ
し
、
個
人
で
研
究
を
す
る
と

き
は
比
較
的
す
ぐ
に
決
め
ら
れ
る
が
、
班
で
テ
ー
マ
を
決
め
る
と
き
、
ま
た

は
同
じ
く
ら
い
面
白
そ
う
な
テ
ー
マ
で
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
迷
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
次
に
述
べ
る
観
点
か
ら
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
よ
い
。

①
訪
問
可
能
な
範
囲
か

実
例
の
2行
目
か
ら
3行
目
で
、「
富
士
山
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー
マ
が
、

東
京
近
郊
に
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
却
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
研

究
対
象
の
地
域
に
訪
問
先
が
あ
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
よ
う
。
た
だ
、

地
域
を
限
定
し
す
ぎ
て
も
訪
問
先
の
候
補
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う
。

②
情
報
を
聞
き
出
せ
る
か
ど
う
か

実
例
の
8
行
目
か
ら
10
行
目
の
よ
う
に
、
公
表
で
き
な
い
内
容
を
扱
う

テ
ー
マ
は
、
訪
問
先
を
見
つ
け
に
く
い
場
合
が
あ
る
。

③
資
料
が
多
く
あ
る
か

地
域
研
究
に
お
い
て
、
下
調
べ
は
重
要
で
あ
る
。
本
番
前
だ
け
で
な
く
、

訪
問
先
決
め
や
ア
ポ
取
り
の
前
な
ど
に
、
情
報
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
は
困

る
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
文
献
が
僅
か
で
あ
っ
た
り
、
信
頼
性
が

低
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
正
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が

難
し
く
、
訪
問
先
を
探
す
の
も
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
に
も
先
の
こ

と
を
見
す
え
て
テ
ー
マ
を
決
め
て
し
ま
う
と
、情
報
が
少
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
テ
ー
マ
を
決
め
る
際
に
も
あ
る
程
度
資
料
が
あ
る
か
ど
う
か
を

探
し
て
か
ら
決
め
る
と
よ
い
。

St
ep

.p
2
テ
ー
マ
を
絞
る

や
り
た
い
テ
ー
マ
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
今
度
は
そ
れ
を
絞
っ
て
い
く

(次
の
例
は
、
実
際
の
プ
ロ
セ
ス
を
簡
略
化
し
て
い
る

)。

編
集

テ
ー
マ
ど
う
す
る
？

班
長

今
年
、
世
界
遺
産
に
な
っ
た
か
ら
富
士
山
と
そ
の
周
辺
と
か
は
？

書
記

東
京
に
な
い
だ
ろ
、
真
面
目
に
や
ろ
う
。

副
班
長

 S
N

S
と
か
は
？

編
集

身
近
だ
け
ど
、
ほ
か
の
班
と
か
ぶ
る
よ
。

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
  

班
長

ラ
ケ
ッ
ト
と
か
い
い
じ
ゃ
ん
。
テ
ニ
ス
部
だ
し
。

編
集

ラ
ケ
ッ
ト
生
産
は
海
外
が
主
流
だ
か
ら
き
つ
く
ね
？

班
長

ゲ
ー
ム
と
か
は
？
　
今
話
題
の
会
社
と
か
あ
る
し
。

会
計

秘
密
と
か
多
そ
う
で
取
材
断
ら
れ
そ
う
だ
し
、
あ
ん
ま
り
情
報
も
な
さ

そ
う
。
や
め
よ
う
ぜ
。

写
真

お
菓
子
に
し
よ
う
よ
。
工
場
見
学
と
か
楽
し
そ
う
だ
し
。

書
記

た
だ
見
学
す
る
だ
け
で
、
自
分
た
ち
の
意
見
と
か
、
色
ん
な
視
点
が
な

さ
そ
う
で
調
べ
に
く
い
の
で
は
。

会
計

医
療
ロ
ボ
ッ
ト
は
？

編
集

お
ま
え
、
そ
れ
前
か
ら
言
っ
て
た
な
。

会
計

こ
の
ま
え
博
物
館
で
見
た
け
れ
ど
、
今
機
械
で
手
術
を
す
る
と
い
う
の

も
あ
る
ら
し
い
し
、
有
名
じ
ゃ
な
い
け
ど
面
白
い
と
思
う
。

班
長

面
白
そ
う
だ
ね
。

書
記

ど
う
い
う
感
じ
で
手
術
す
る
ん
だ
ろ
う
？

編
集

面
白
そ
う
だ
し
、
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
で
い
こ
う
か
。

上
の
例
で
は
大
き
く
分
け
て
４
つ
の
観
点
か
ら
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん
で
い

る
。
こ
の
と
き
に
も
41
ペ
ー
ジ
の
「
調
べ
る
」
に
も
と
づ
い
て
少
し
テ
ー

マ
を
調
べ
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

5 10 15 20
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4
4

14
15

1
1

・
問
題
点
に
対
し
て
の
意
見
が
少
な
い
場
合

自
分
た
ち
の
主
張
を
見
つ
け
る
た
め
の
地
域
研
究
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
現
状
を
再
確
認
す
る
結
論
だ
っ
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
た
ち
の

主
張
は
し
に
く
い
だ
ろ
う
が
、現
状
を
ま
と
め
る
形
で
結
論
づ
け
る
と
よ
い
。

も
し
、自
分
た
ち
の
主
張
を
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、し
っ
か
り
と
疑
問
を
持
っ

て
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
調
べ
る
の
が
1番
大
切
だ
が
、
常
に

ど
う
結
論
を
出
す
か
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
訪
問
す
る
か
、ど
ん
な
小
テ
ー

マ
を
設
定
す
る
か
、
な
ど
、
地
域
研
究
の
終
わ
り
か
ら
逆
算
し
て
考
え
る
こ

と
も
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て「
訪
問
先
が
な
い
…
」「
ど
こ
に
も
情
報

が
な
い
…
」
な
ど
と
い
う
問
題
を
起
き
に
く
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
ー

マ
は
地
域
研
究
の
命
。
よ
く
考
え
て
素
晴
ら
し
い
テ
ー
マ
に
し
よ
う
。

④
問
題
点
に
対
し
て
多
く
の
意
見
が
あ
る
か

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
し
、
一
定
の
結
論
を
出
す
の
が
地
域
研

究
の
目
的
で
も
あ
る
。世
間
一
般
と
し
て
決
ま
っ
た
見
方
が
あ
る
テ
ー
マ

(犯
罪
に
つ
い
て
な
ど

)や
、
逆
に
今
で
も
論
議
が
続
け
ら
れ
て
人
に
よ
っ
て
大

き
く
見
解
が
分
か
れ
る
も
の （
政
策
な
ど
）な
ど
は
、
自
分
た
ち
の
出
す
結
論

が
わ
か
り
き
っ
て
い
た
り
、
逆
に
結
論
づ
け
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
省
い
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
も
あ
る
。

も
し
、「
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
ポ
イ
ン
ト
に
テ
ー
マ
が
向
い
て
い
な
い
、

で
も
調
べ
た
い
」
と
思
っ
た
と
き
に
、
ど
う
対
応
す
る
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

書
い
て
お
く
。

・
訪
問
で
き
な
い
場
合

「
富
士
山
に
つ
い
て
」な
ど
と
い
う
テ
ー
マ
に
す
る
と
、
さ
す
が
に
訪
問
は

で
き
な
い
。
よ
っ
て
、「
東
京
で
富
士
山
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
か
」と
す
る
な
ど
、何
か
し
ら
研
究
す
る
地
域
に
関
連
付
け
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
よ
う
。

・
資
料
が
少
な
い
場
合

資
料
が
少
な
い
と
き
は
、
当
日
の
訪
問
先
の
情
報
を
も
と
に
研
究
す
る
の

が
よ
い
。
1度
き
り
の
取
材
で
多
く
の
情
報
を
集
め
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
に

何
を
調
べ
る
の
か
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
な
ど
を
明
確
に
す
る

と
よ
い
。
た
だ
多
少
、
訪
問
先
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
下
調
べ
が
難
し

か
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
が
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

し
か
し
、
訪
問
先
も
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
資
料
が
少
な
い
場
合
は
、
テ
ー

マ
を
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

C
ol

um
n
～
話
し
合
い
に
つ
い
て
～

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
決
め
の
と
き
な
ど
に
部
活
等
で
ど
う
し
て
も
班
員
の
都
合
が
合
わ
な
い
と

き
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
メ
ー
ル
で
話
し
合
う
な
ど
し
て
決
め
て
も
よ
い
。
し
か
し
、

実
際
に
会
っ
た
ほ
う
が
メ
ー
ル
等
よ
り
も
よ
り
多
く
の
情
報
を

1
度
に
や
り
と
り
で
き
る
た

め
に
、
話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。
あ
ま
り
に
も
話
し
合
い
が
進
ま
な
い
場
合
は
、
そ
の

と
き
に
来
ら
れ
な
い
人
が
い
て
も
、

1
度
集
ま
っ
て
み
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
だ
。
そ
の
場
合
は

し
っ
か
り
後
か
ら
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
も
報
告
を
し
よ
う
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
を
有
効

活
用
す
る
と
実
際
に
会
わ
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
話
が
進
む
。
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4
4

16
17

1
1

St
ep

.p
3
テ
ー
マ
か
ら
問
い
に
変
え
る

St
ep

.2
で
絞
っ
た
テ
ー
マ
を
、
問
い
の
形
に
変
え
よ
う
。
こ
の「
問
い
」は

St
ep

.1
で
探
し
た
疑
問
と
同
じ
も
の
で
、
最
初
に
5W
1H
が
つ
く
。
こ
こ

で
は
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
調
べ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
。
そ
の
た
め
、

疑
問
か
ら
作
っ
た
テ
ー
マ
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
た
と
え
ば
「
○
○
に
つ

い
て
」「
○
○
の
現
状
」と
い
う
形
の
も
の
は
問
い
の
形
に
変
え
る
。

そ
の
と
き
に
は
大
き
く
分
け
て
2つ
の
方
法
が
あ
る
。

・
置
き
換
え
る

調
べ
る
内
容
は
同
じ
な
の
だ
が
、「
○
○
に
つ
い
て
」で
は
な
く「
な
ぜ
～
」

と
い
う
よ
う
に
テ
ー
マ
名
だ
け
を
置
き
換
え
て
み
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
問
い
か
ら
結
論
と
い
う
流
れ
が
想
像
し
や
す
く
な
る
、
ど

の
よ
う
な
情
報
が
必
要
か
わ
か
り
や
す
く
な
る
、
報
告
書
を
ま
と
め
や
す
く

な
る
な
ど
の
長
所
が
あ
る
。

例
）「
東
京
で
農
業
を
す
る
理
由
」 か
ら「
な
ぜ
東
京
で
農
業
を
す
る
の
か
」 に

変
え
る

・
調
べ
る
こ
と
を
絞
る

場
合
に
よ
っ
て
は
、
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
疑
問
の
形
に
し
に

く
か
っ
た
り
、
問
い
に
変
え
た
ら
調
べ
る
内
容
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
は
41
ペ
ー
ジ
の
「
調
べ
る
」
に
基
づ
い
て
、

そ
の
テ
ー
マ
を
よ
り
深
く
繰
り
返
し
調
べ
て
み
よ
う
。

そ
こ
で
新
し
く
生
じ
た
い
く
つ
か
の
疑
問
に
つ
い
て
班
で
話
し
合
い
、

St
ep

.2
の
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
と
き
の
よ
う
に
し
て
1つ
の
疑
問
を
問
い
と
し

て
設
定
し
て
研
究
し
て
み
る
と
よ
い
。

こ
こ
は
決
し
て
急
が
ず
、じ
っ
く
り
調
べ
て
よ
り
よ
い
問
い
を
た
て
よ
う
。

役
割
決
め

班
が
決
ま
っ
た
ら
、
役
割
決
め
を
す
る
。
役
割
は
、
個
人
の
班
の
中
で
の
仕
事
を
決
め
る
も
の
で
、

ま
ず
は
個
人
が
や
り
た
い
役
割
に
就
こ
う
。
し
か
し
、
役
割
の
決
め
方
に
よ
っ
て
班
の
運
命
が
左

右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
よ
く
考
え
よ
う
。

・
班
長

仕
事
：
班
員
を
ま
と
め
る
、
委
員
や
担
任
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る

班
員
の
行
動
を
把
握
し
た
り
、
重
要
な
書
類
を
書
い
た
り
、
校
外
学
習
委
員
や
担
任
と
コ
ン
タ
ク

ト
を
と
る
。
班
員
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
責
任
感
が
あ
る
人
が
や
る
と
よ
い
。

・
副
班
長

仕
事
：
班
長
の
代
行
と
各
役
職
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

人
数
が
少
な
い
班
は
副
班
長
と
別
の
仕
事
を
兼
任
す
る
。
班
長
不
在
時
に
班
長
業
務
を
代
行
す
る
。

そ
の
た
め
、
い
つ
で
も
班
長
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
班
の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
と
き
は
ほ
か
の
班
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

・
会
計

仕
事
：
班
員
の
支
出
を
会
計
報
告
書
に
記
載
す
る

当
日
、電
車
賃
な
ど
の
支
出
を
会
計
報
告
書
に
記
入
し
提
出
す
る
。難
し
い
仕
事
で
は
な
い
。た
だ
、

お
金
を
扱
う
仕
事
な
の
で
、
管
理
能
力
が
あ
る
人
が
や
る
と
よ
い
。

・
写
真

仕
事
：
班
員
の
行
動
や
訪
問
先
の
写
真
を
撮
る

訪
問
先
で
の
班
員
の
様
子
や
施
設
を
写
真
と
し
て
残
す
。
の
ち
の
ち
の
資
料
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
細
か
い
も
の
で
も
写
真
を
撮
ろ
う
。

・
編
集

仕
事
：
班
員
に
報
告
書
の
分
担
を
割
り
振
っ
て
、

1
つ
に
ま
と
め
る

報
告
書
を
書
く
際
に
割
り
振
っ
た
パ
ー
ト
を
、
班
員
に
し
っ
か
り
書
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。

・
書
記

仕
事
：
班
で
の
話
し
合
い
の
内
容
や
、
訪
問
先
で
の
話
な
ど
を
メ
モ
・
録
音
す
る

訪
問
先
の
話
は
報
告
書
作
り
に
お
い
て
重
要
な
材
料
と
な
る
。
手
書
き
で
メ
モ
を
す
る
の
は
、
班

員
全
員
で
行
う
の
が
よ
い
。

Coff
ee

 
Break
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4
4

18
19

2
2

書
記

病
院
な
ん
だ
け
ど
、
今
回
調
べ
た
い
の
は

SN
S
の
問
題
と
対
策
だ
か

ら
、
依
存
症
を
ど
う
治
す
か
っ
て
い
う
の
は
、
根
本
的
な
対
策
で
は
な

い
し
、
ず
れ
て
る
と
思
っ
た
。

写
真

俺
も
そ
う
思
っ
た
。

班
長

じ
ゃ
あ
、

1
回
こ
れ
で
訪
問
先
見
つ
け
て
み
よ
う
か
。

～
訪
問
先
候
補
を

10
ヶ
所
探
し
た
の
ち
～

編
集

 
SN

S
会
社

4
社
も
必
要
な
い
し
、

1
社
に
絞
ろ
う
。

班
長

こ
の
大
手
の
や
つ
は
ど
う
？

写
真

い
い
ね
。

書
記

弁
護
士
事
務
所
の
資
料
を
持
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
。

会
計

「
SN

S
の
悩
み
、
お
答
え
し
ま
す
」
だ
っ
て
。
行
く
価
値
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
？

班
長

サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
か
は
警
察
じ
ゃ
な
い
と
だ
め
じ
ゃ
な
い
か
な
…
？

写
真

じ
ゃ
あ
プ
ラ
ス
警
察
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
か
な
？

班
長

じ
ゃ
あ
、
そ
う
し
よ
う
。

書
記

あ
と
は
、
ネ
ッ
ト
教
育
を
し
て
る
こ
の

4
社
だ
け
ど
…

会
計

千
葉
に
あ
る
や
つ
は
遠
い
か
ら
や
め
よ
う
よ
…
？

班
長

そ
う
だ
な
。

訪
問
先
決
め
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
大
き
く
分
け
て
以
下
の

4
つ
が
あ
る
。

S
te

p.
1 
小
テ
ー
マ
を
考
え
る（

1
行
目
～

20
行
目
）

S
te

p.
2 
小
テ
ー
マ
を
絞
る（

21
行
目
～

25
行
目
）

S
te

p.
3 
訪
問
先
候
補
を
あ
げ
る（

26
行
目
～

27
行
目
）

S
te

p.
4 
訪
問
先
を
決
め
る（

28
行
目
～

39
行
目
）

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

説
明
す
る
。

2
訪
問
先
決
め

問
い
に
対
す
る
答
え
を
確
実
に
得
ら
れ
る
よ
う
な
訪
問
先
を
選
ぼ
う
。

St
ep

.p
0
訪
問
先
を
決
め
る
前
に

訪
問
先
で
は
、
大
き
な
問
い
に
対
す
る
答
え
を
導
く
た
め
、
取
材
を
す
る
。

各
訪
問
先
で
聞
き
た
い
こ
と
を
小
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
よ
う
。

以
下
は
、

65
期
で
の
訪
問
先
決
め
の
例
で
あ
る（
本
来
は
数
週
か
け
る
）。

班
長

問
い
を
「

SN
S
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、解
決
策
は
あ
る
の
か
」

に
し
た
わ
け
だ
け
れ
ど
も
。

写
真

SN
S
の
問
題
っ
て
い
う
の
は
、
ニ
ュ
ー
ス
と
か
で
も
い
ろ
い
ろ
話
題

に
な
っ
て
る
し
、
訪
問
先
で
深
く
調
べ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。

班
長

で
も
、
そ
の
問
題
の
深
刻
さ
と
か
実
態
を
、
提
供
し
て
る
と
こ
ろ
と
か

で
聞
い
て
み
た
い
よ
ね
。

写
真

警
察
に
行
け
ば
、
も
っ
と
詳
細
を
聞
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
？

班
長

確
か
に
、
対
策
に
つ
い
て
も
聞
け
る
だ
ろ
う
し
。

写
真

実
際
に
ネ
ッ
ト
教
育
を
し
よ
う
と
し
て
る
企
業
、
団
体
と
か
は
ど
う
？

班
長

実
際
被
害
に
あ
っ
て
る
人
の
話
も
聞
き
た
い
ね
。

写
真

う
ー
ん
。
あ
と
は
法
律
の
規
制
に
つ
い
て
聞
け
る
と
こ
ろ
と
か
、

SN
S

依
存
症
に
つ
い
て
病
院
に
行
く
と
か
か
な
。

書
記

じ
ゃ
あ
、
今
の
と
こ
ろ
ア
ポ
取
り
を
検
討
し
て
い
る
場
所
は

・
SN

S
を
提
供
し
て
い
る
会
社

・
SN

S
の
実
態
に
つ
い
て
詳
し
い
団
体

・
SN

S
に
関
連
す
る
法
律
に
詳
し
い
団
体

・
ネ
ッ
ト
教
育
を
行
っ
て
い
る
団
体

・
SN

S
問
題
の
被
害
者

・
SN

S
の
依
存
症
に
詳
し
い
病
院

こ
ん
な
も
ん
だ
よ
ね
？

班
長

じ
ゃ
あ
、
絞
っ
て
い
こ
う
か
。

5 10 15 20

25 30 35
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4
4

20
21

2
2

②
特
定
型

①
と
同
様
に
、「
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
」と

い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
ま
わ
り
に
、
い
く

つ
か
の
小
さ
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。さ
ら
に
、

「
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
」に
つ
い
て
よ

り
細
か
く
分
け
た
小
テ
ー
マ
を
た
て
、
そ

こ
か
ら
訪
問
先
を
探
し
だ
す
。
こ
の
よ
う

に
、
大
き
な
テ
ー
マ
の
ま
わ
り
に
あ
る
い

く
つ
か
の
小
テ
ー
マ
の

1
つ
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
、
そ
の

1
つ
か
ら

訪
問
先
を
選
ぶ
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

小
テ
ー
マ
を
決
め
る
と
き
に
は
、
①
や
②
に
加
え
て
、
そ
の
小
テ
ー
マ
を

調
べ
る
こ
と
で
何
を
知
り
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
。
ア
ポ

取
り
や
質
問
票
の
作
成
の
と
き
に
も
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
。

も
し
、
問
い
や
テ
ー
マ
が
調
べ
に
く
そ
う
な
と
き
は
、
小
テ
ー
マ
を
問
い

に
す
る
と
調
べ
や
す
く
な
る
と
き
が
あ
る
。

St
ep

.p
1
小
テ
ー
マ
を
考
え
る

テ
ー
マ
決
め
の
際
に
、
そ
の
テ
ー
マ
を
問
い
に
変
え
た
と
思
う
（

16
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
問
い
か
ら
結
論
ま
で
導
く
際
に
必
要
で
あ
る
要
素
を
考
え

て
小
テ
ー
マ
と
す
る
。

ま
た
は
、
調
べ
な
が
ら
疑
問
に
思
っ
た

点
が
新
し
く
出
て
き
た
ら
、
そ
れ
も
小

テ
ー
マ
に
し
て
調
べ
て
み
る
と
よ
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
小
テ
ー
マ
の
探
し
方

を
説
明
し
よ
う
。

①
広
域
型

例
と
し
て
、
テ
ー
マ
を「

S
N

S
利
用

の
問
題
点
」
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か

ら
、「

S
N

S
を
運
営
す
る
会
社
」「

S
N

S
利
用
の
実
態
」「

S
N

S
に
関
す
る
法
律
」

な
ど
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
様
々
な
観
点

か
ら
小
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
小
テ
ー
マ

か
ら
、
運
営
会
社
、
研
究
所
、
弁
護
士

事
務
所
な
ど
を
訪
問
先
と
し
て
選
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
、

1
つ
の
大
き
な
テ
ー

マ
を
囲
む
い
く
つ
か
の
小
テ
ー
マ
か
ら
、
訪
問
先
を
選
ぶ
方
法
で
あ
る
。

問
い

答
え

小
テ
ー
マ

小
テ
ー
マ

図
2-

1-
1

普
及

犯
罪

運
営

実
態

教
育

法
律

SN
S
利
用
の

問
題
点

図
2-

1-
2

実
用

普
及

開
発

医
療
用

ロ
ボ
ッ
ト

手
術保
険

介
護

図
2-

1-
3
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4
4

22
23

2
2

人
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
）  

S
N

S
を
教
育
と
法
律
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
か
ら
調
べ
る
。

③
集
中
型

集
中
型
と
い
う
の
は
、
そ
の

テ
ー
マ
の
概
要
か
ら
、
少
し
ず
つ

詳
し
い
内
容
へ
と
小
テ
ー
マ
が
移

る
よ
う
な
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
、

概
要
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
訪
問

先
に
行
き
、
そ
の
後
現
場
へ
行
く
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

例
）
農
業
に
つ
い
て
東
京
都
農
林
水
産
部
へ
の
取
材
で
概
要
を
つ
か
ん
だ

後
、
実
際
に
農
家
を
取
材
し
て
具
体
的
な
話
を
伺
う
。

多
く
の
小
テ
ー
マ
の
関
係
は
こ
の

3
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
テ
ー
マ

同
士
の
関
係
、ま
た
小
テ
ー
マ
と
問
い
の
関
係
を
も
と
に
、そ
れ
を
ど
う
や
っ

て
組
み
合
わ
せ
れ
ば
よ
り
問
い
に
対
す
る
結
論
が
で
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
小
テ
ー
マ
を
絞
ろ
う
。

（
も
し
、
そ
の
小
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
訪
問
先
が
な
い
場
合
、
も
う

1
度

小
テ
ー
マ
を
絞
り
な
お
す
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
か
ら

S
te

p.
3
の
内
容
を

視
野
に
入
れ
て
作
業
を
進
め
る
と
よ
い
）

St
ep

.p
2
小
テ
ー
マ
を
選
別
す
る

小
テ
ー
マ
を
絞
る
際
に
、
小
テ
ー
マ
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

①
比
較
型

2
つ
の
小
テ
ー
マ
が
対
照
的
な
こ
と

で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
比
較
型
の
場
合
、
対
立
し

た
立
場
の
訪
問
先
に
取
材
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
双
方
の
意
見
の
長
所
・
短
所

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
じ
立
場
で
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
共
通
点
や
相
違
点
が
わ
か
り
そ
の
立
場
を
よ
り
正
確
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

例
）
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
側
と
実
際
に
使
う
側
で
比
較
す
る
。

②
多
方
面
型

多
方
面
型
と
い
う
の
は
、

1
つ
の

大
き
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
見
た
こ
と
を
小

テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
た

と
え
ば
「
保
護
者
か
ら
見
た
○
○
」、

「
教
師
か
ら
見
た
○
○
」、
「
教
育
委

員
会
か
ら
見
た
○
○
」）
こ
の
方
法

は
、
だ
れ
か

1
人
の
偏
っ
た
意
見
で

は
な
く
、
そ
れ
に
関
わ
る
多
く
の

開
発

現
場

図
2-

2-
1

法
律

教
育

運
営

犯
罪

SN
S

図
2-

2-
2

都
農
林
水
産
部

現
場

図
2-

2-
3
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4
4
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25

2
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St
ep

.p
4
訪
問
順
を
考
え
る

S
te

p.
3
で
決
め
た
訪
問
先
を
、
ど
の
順
に
訪
問
す
る
か
考
え
る
。

こ
の
と
き
に
、
ど
う
い
っ
た
順
番
で
訪
問
す
る
と
よ
り
効
率
よ
く
移
動
で

き
る
か
、
よ
い
取
材
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
や
、
小
テ
ー
マ
の
同
士
の
関

係
を
意
識
し
な
が
ら
考
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、

22
ペ
ー
ジ
の
主
要
な

3
つ
の
型
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
順

番
で
訪
問
す
れ
ば
よ
い
か
紹
介
す
る
。

も
し
他
の
班
と
訪
問
先
が
か
ぶ
っ
た
ら
、
合
同
の
取
材
と
な
る
。
そ
の
場

合
、
自
分
た
ち
の
班
の
取
材
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
似
た
テ
ー
マ
の

班
と
は
連
絡
を
取
っ
て
、
で
き
る
だ
け
訪
問
先
が
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
し
よ

う
。

①
比
較
型

訪
問
先
の
意
見
を
比
べ
る
の
で
、
ど
の
訪
問
先
か
ら
訪
れ
て
も
差
は
な
い

だ
ろ
う
。

②
多
方
面
型

様
々
な
観
点
か
ら
見
る
た
め
に
基
本
的
に
は
ど
こ
か
ら
取
材
し
て
も
変
わ

ら
な
い
が
、
取
材
内
容
の
似
て
い
る
訪
問
先
は
、
同
じ
日
に
行
く
と
よ
り
理

解
し
や
す
く
な
る
。

③
集
中
型

全
体
像
に
つ
い
て
取
材
す
る
訪
問
先
に
先
に
行
く
と
、
具
体
的
な
事
柄
に

つ
い
て
取
材
す
る
訪
問
先
の
説
明
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

St
ep

.p
3
訪
問
先
候
補
を
あ
げ
る

次
は
、絞
っ
た
小
テ
ー
マ
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
訪
問
先
を
あ
げ
よ
う
。

「
調
べ
る
」を
参
考
に
し
て
、小
テ
ー
マ
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
よ
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
小
テ
ー
マ
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
の

小
テ
ー
マ
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
訪
問
先
を
見
つ
け
る
。

（
小
テ
ー
マ
に
関
す
る
様
々
な
情
報
は
質
問
票
を
書
く
と
き
に
も
役
に
立

つ
。
得
た
情
報
は
ま
と
め
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
質
問
を
考
え
て
お
く

と
よ
い
）

こ
の
訪
問
先
の
候
補
は
、
ア
ポ
を
取
っ
て
断
ら
れ
た
と
き
の
た
め
に
な
る

べ
く
多
く
持
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
も
し
訪
問
先
が
見
つ
か
ら
な
い
と

き
は
、
先
生
や
卒
業
生
の
つ
て
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
訪
問
先
を
見
つ
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
困
っ
た
と
き
は
先
生
に
相
談
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
で
も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

S
te

p.
2
に
戻
っ
て
小
テ
ー
マ
を
絞

り
な
お
そ
う
。

ま
た
、
訪
問
先
の
候
補
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
こ
で
小
テ
ー
マ
が
調
べ
ら
れ

る
か
ど
う
か
、
業
務
内
容
等
を
調
べ
て
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

な
お
、
企
業
な
ど
へ
の
訪
問
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
に
街
頭
調
査
（
ア

ン
ケ
ー
ト
）
を
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
世
間
一
般
の
考
え
や
見
方
を
知

る
際
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
小
テ
ー
マ
が
あ
る
班
は

や
っ
て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
（
具
体
的
な
取
材
の
仕
方
に
つ
い
て
は

42
ペ
ー
ジ
の「

5 
取
材
」を
見
て
み
よ
う
）。

例
）
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
老
朽
化
工
事
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
、

年
代
別
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
。
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27

2
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そ
の
あ
と
は
、
い
つ
取
材
を
開
始
す
る
か
な
ど
細
か
い
時
間
を
含
め
た
行

動
計
画
を
考
え
、
そ
れ
を
も
と
に
ア
ポ
を
取
り
は
じ
め
よ
う
。

た
だ
、
ア
ポ
取
り
が
終
わ
ら
な
い
と
、
訪
問
先
や
訪
問
順
は
確
定
で
き
な

い
た
め
、
行
動
計
画
と
い
っ
て
も
仮
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
取
材
を
断
ら
れ

た
と
き
は
、
こ
こ
か
ら
も
う
一
度
考
え
直
そ
う
。

ま
と
め

・
小
テ
ー
マ
、
訪
問
先
は
た
く
さ
ん
出
し
て
か
ら
絞
ろ
う
。

・
行
動
計
画
は
柔
軟
に
変
え
て
い
こ
う
。

・
訪
問
先
が
決
ま
る
ま
で
、
次
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
そ
う
。

小
テ
ー
マ
候
補

小
テ
ー
マ

訪
問
先
候
補

ア
ポ
が
取
れ
ず

候
補
が
な
く
な
る

構
成
を
考
え
る

訪
問
先
な
し

訪
問
先
あ
り 訪
問
先ア
ポ
取
り
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